
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 千葉県聴覚障害者協会では、指定特

定相談支援事業・指定障害児相談事業

「千葉聴覚障害者センター」として相

談事業を行っています。 

事業所には、障害福祉サービス利用

の為のサービス等利用計画書の作成

依頼以外にも就労・生活・教育など

様々な相談が寄せられます。 

増えつつあるのが「施設やグループ

ホームで暮らしていても一人ぼっち」

という相談です。 

聴覚障害者にとっては「話す相手が

いない」「誰とも話せない」とならない

ように配慮していくことが「生きる力」

の環境づくりにつながっていきます。 

 

 

 

 

介護施設で暮らす聞こえない（声が出せない）

Ａさんが、同居者Ｂさんの肩を軽く叩いたとこ

ろ、Ｂさんは大変驚きました。施設の職員は「周

りの人の肩を叩くのをやめてください。声をか

けてください。」とＡさんに助言しました。 

以来、聞こえない Aさんは周りの人に声をか

けられず、一人我慢したままになりました。設

置手話通訳者から相談支援室に連絡があり、ろ

う相談員が対応し、手話コミュニケーションが

できる『らいおんぐるーぷ』に通所。送迎を利

用して仲間たちと手話で楽しく語らう時間を

過ごすことが出来るようになりました。 

 

 

『気づいてもらえる方法を共に考えましょ

う』という支援ができる施設職員が増えるよう

に、相談業務は、「聴覚障害者の特性」を気づか

せて理解の場を広げていけるための縁の下の

力持ちの役割も兼ねています。
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令和 5 年１月 
ピア（同じ障害を持つ）の 

ろう相談員・ろう相談支援員が支援 46 号 
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雲一つない秋の晴れ渡った 11月 10日（木）。 

農作業メンバーの他、室内作業のご利用者も農作

業の体験学習に参加しました。 

収穫作業と、草刈り機や耕運機を扱う作業にも挑

戦。「思っていたよりも簡単」「私にもできる」「楽し

い」など実際に作業体験をすることで農作業にも興

味を持ったご利用者もいました。 

 

ご利用者同士で協力して作った「けんちん汁」は、

心もお腹も満たしてくれました。 

コロナ感染防止のため今年は、工房内のイベント

となりましたが、来年は、支援してくださる皆さんを

招いて、一緒に楽しみたいと思います。 

 

 

★ボランティア募集★ 

・らいおん工房の仲間と一緒に農作業 

・草刈りボランティア 

・室内作業支援（縫製・編み物・クッキーケーキ作り） 
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『輝き人』-柏木信博さん- 

画家として 17 歳で日展入選、３年間単身スペ

インで修行し、黄綬褒章など数多くの賞を受賞。

黒澤明・寺山修司演出作品・大型テーマパークな

どの美術制作スタッフを経て、千葉聴覚障害者セ

ンターの美術制作（書籍の表紙・挿絵・映像用イ

ラスト・オブジェ）、施設管理、農業支援を行って

います。若いろう者を育てる今の姿も紹介してい

ます。 

 

この番組は、当センタービデオライブラリーまたは、

アイ・ドラゴン 4のアーカイブでご覧いただけます。 
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就労継続支援 B型らいおん工房 

らいおん農場で体験学習！！ 
 

 

 

 



 

北総地域で、手話で安心して通える新たな事業所の立上げについ

て、松戸市ろうあ協会関口会長に、当センター森支援課長がインタ

ビューしました。 

 

関口会長：以前より「ろう高齢者が、手話で会話ができる場所が

必要」と…。ろう高齢者と手話のできるヘルパーが、

平成 22年に「にこにこ会」としてスタートしており

ます。今年の9月からは月2回活動をしております。 

 

森 ：先日、松戸の「にこにこ会」へ伺ったのですが、皆さん

の「通いたいという気持ち」が伝わりました。 

 

関口会長：今回、” B型”という選択肢があることを知りまし

た。松戸市や周りの市も含めて広域で連携しながら新

しい事業所の立上げに取り組むとよいのではないか

と感じています。 

 

森 ：一番重要なのは、集まる場所がある事。東日本大震

災の発生した 3 月 11 日も事業所は開けていました。

災害時にも情報を得る、仲間と話せるといった場づくり

もあわせて、今後どのように進めていけばよいと考えて

いますか。 

 

関口会長：3団体会議（ろう協会・手話サークル・地域班）で 、

松戸市としての共通理解と方向性をまとめていく予

定です。どこまでできるかわかりませんが、頑張って

いきたいと思います。今後とも、ご指導アドバイスを

よろしくお願いいたします。 
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北総地域に 
手話で会話できる施設を 

▲松戸市ろうあ協会 関口会長 

▲当センター 森支援課長 

 

 

この 1冊で千葉県の地名手話が理解できます！ 
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「地名」と「手話」の深い繋がり

が面白いほどわかります！ 

千葉県内の地名手話 6,000の中か

ら、各地域ろう協会と県の地方手話

確定委員会が認知度高の地名 437

に絞り込みました。 
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【年末年始緊急連絡先】 

令和 4年 12月 29日（木）～令和 5年 1月 3日（火）

この期間、千葉聴覚障害者センターは年末年始体制にな

ります。緊急の通訳派遣等、ご連絡が必要な場合は 

下記まで連絡をください。 

 

 

千葉聴覚障害者センター  

●９：００～１8：0０ 

 FAX ０４３－３０８－６4００ 

 TEL ０４３－３０８－６３７３ 

●18：00～21：00 

 緊急転送 FAX ０４３－２４２－００５０ 

 

◆令和 4 年度千葉県手話通訳者養成講座 

特別講演・合同閉講式 

令和 5年 3月 18日（土） 

※詳細は受講生の皆さんへ 

 別途ご連絡いたします。 

 

 

 

＜手 話＞ 

□手話奉仕員実技指導講師登録試験 

試験日：2023(令和 5)年 3 月中旬（予定） 

受験資格： 

手話奉仕員実技指導講師養成講座修了者 

□手話通訳者全国統一試験 

試験日：2022(令和 4)年 12 月 3 日(土) 

受験資格： 

手話通訳者養成講座「手話通訳Ⅲ課程」修了者 

□手話通訳者認定試験 

試験日：3 月下旬予定 

受験資格： 

上記統一試験合格者及び手話通訳士試験合格者 

＜要約筆記＞ 

◇2022年度全国統一要約筆記者認定試験 

試験日：2023(令和 5)年 2月 19日（日） 

受験資格：要約筆記者養成講座修了者 

     もしくは補習講習会を修了した 

要約筆記奉仕員 

場所：千葉市教育会館 

 

◇要約筆記者登録試験 

試験日：2023（令和 5）年 3月下旬予定 

受験資格：全国統一試験合格者 

 

◇千葉県要約筆記者実技指導講師登録試験 

試験日：2023(令和 5)年 2・3月予定 

受験資格： 

千葉県要約筆記者実技指導講師養成講座の修了者 

場所：千葉聴覚障害者センター 

 

 

手話通訳者 

基礎研修 

映像ライブラリー＆図書室 

－聞こえないことに関する書籍を－ 

集めています 

 

字幕付き・手話付き（一部）の新着 DVD69作品が 

届きました。1回 6本迄 10日間貸し出しています。 

令和４年１１月１４日から２８日まで、１０回に分けて

新人研修を含む基礎研修を実施しました。 

登録１年目から１０年目まで手話通訳者が対象で、６９

人が受講しました。 

「感情の強弱」をテーマに、手の動かし方、手の位置、表

情の持つ意味などろう者にメッセージを正しくかつ分か

りやすく伝えるために必要なことは何かを学びました。 

 

 


